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1-ア

南西諸島における林木の更新法

目

　

　

的

南西諸島 (奄美大島,沖縄 )における森林資源の充実を目的こして ,更新樹種施業法等施業体
=i

を図る。

illu計体全
.E

:o経lllf

1 更新毬種の検 .・l        ‐

(1)奄美大島におけるスギについて

ア,既往造林地の実態調査

① 成長 ll・籠林分
② 成長停 lL林分
イ,加 JIじ試い

② 沖紺におけるイスマキの造林につ

いて

ア,既往造林 1山 の実態調査

イ,史 lll方法

①  ll通
『
成

②  l樹 下
『
1栽

ウ,保育方法
工,虫害(エ ダシャク)の吻除法

2 広葉樹用材林施菜 (奄美大島 )

(1, 広葉樹林分の分散構造

解 rr調 査

(2 密度管理試験

131 樹幹tFF析

3 広葉樹高代lll択伐林施業(奄美大島)

tll 密度管理試験

(2 稚樹ぼうが調査

③ 照度調査
141 樹幹解析

更新樹種の検討

(1, 奄美大島におけるスギについて

ア,昭和52年度スギヘI林 の成長停上原因の

究明調査

イ,昭 1■ 5年度スギ造 II・地 1/tN令 16年生施肥試

験地Ft定 (面 措 0 28 ha)

」[1月じの方法,施
"じ

別試キt

121 ‖lFtにおけるイヌマキ造林について

ア,昭和52年度広彙檜1天夕1林 (林令10～ 31年

生 )を択伐し.イ ヌマキを
『
:栽 した。

区   分 A Ь  I  し D

上木密度 8,00Cl 6.000「 1 4,OllCl 0

イスマキ 1,50011,① 0

イ,昭和 53～ 58年度

イヌマキの成長れLttI

ウ,昭和 53 55年 度

キオビエグシャク駆除

〈デアテレックス乳剤 )

広葉樹用村林施実 (奄美大島 )

(1)昭 和 52年度九月1林試が分散 lll.造 3/r折調査

r2j 密度管理試験地設定(面積 1 08ha)

12年 生 林分 6,OtXl':

18年生沐分 8,000 6.000

成長量調査

広葉樹高伐期択伐林施業(奄美大島 )

昭和53-54年度択伐試験地設定(面積4 ha)

1プロット 40%区  lプ ロツト 皆伐区
″   20%区    ″  無伐区

林分構造調査

成長量調査

1

②

０
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33
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:だ 施 計 画 ■ 施 結 1評価および普及計画

1 更 YFF II I"の 検討

(1)奄美大島におけるスギについて

ア,肺i肥試験地の成長」止調査

129 沖軍uに おけるイヌマキ造体について

ア,イ スマキの人ェ林
jFlr[

ィ,イ スマキの成長 l止 調査

ウ,上木の物:伐

工, Lホ の成長
`「

l‖1査

ォ ,111度 調イ[

2 広葉 |‖用村体
"li(■

・r大島 )

(1)成長け調 Ft

t29 tl幹
"r析3 広■6jl島伐朗択伐林

“

i■

(1, 各 1■調正

(2)樹 韓解析

史ツi樹種の11lf

(1)|卜阻におけるイスマキ造レトについて

の 成長 ht調 査        `

ア′根元直径と樹高の供1係

イ,根元直径成長の傾向性

ウ,樹高成長の傾 lll性

工,保育回数と成長 11の供l係 ,′

② 昭ll1 58年度技術研究発表済み
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(指  示 課  ltl」 ) 昭 和 60年 度 技 術  け‖発 実 施 報 告 書
:米

題

俳競
別 統継

鮮II別 経

担

当

計 ri課

造 林 Лl

開

発

訥

所

庇 りと 島
(大   Iル )目標と

の出迎 1 - ア

南西諸島における林木の更新法

目
　
　
的

南西諸島 (奄美大島 。沖‖1)に おける森林ぜ:源の充実を目的として,更 世:|‖ 11,施 ti法等施生体系

はかる。

画体全 過経施実

1 夏frr樹 |[の検討

ll)奄 夫大島におけるスギについて

ア_既往造林地の実態調査

① 生長継続林分
② 生長停止林分
イ  ルし1巴言式駆t

(2)沖組におけるイヌマキの造林につ t

て       ′・

ア ‖1往造林地の実熊調査
イ 更新方法
①  ,7麺 11 lt

② l樹下llll栽

ウ 保育下刈
工 虫害 〈エダシヤク)の防除法
広葉樹用材林施業 〈奄美大島)

(1)広撃樹林分の分散構造解析調査

(2)密度管理試験

13)樹幹角7析

広葉樹高伐 1綺択伐施業 (奄美大島)

(1)密度管理試験

{2) 1lL樹ぼうが調査

(3)照度調査

14)樹幹解析

更新樹lncjD検 討

t美大島におけるスキについて

ll)試 lrit地設定 (昭和 56年度)

ア 場所,万堂日1有林 22ち林小fII内
ィ. Ir雨
『
l   o 48カα

12)洲 ril:項

ア 17」J和 52年度スギ人工林の生長停止馬1因の究

明 Jll llr

イ llgi156年 7月 13日施月じ試島1

① 施肥の方法
② 施肥別試験
2 沖樹1に おけるイヌマキの造林について
(1}試験地設定 (昭和52年度)

ァ ナ1所.平貞国イJ林 1ろ林小班
イ  面lJl    12い o

(21 ‖

“

和52年 広葉ル!天然林 (林齢 10～ 31年生 )

択伐し、イスマキlllt栽

13)調 査事項

ア 生長il調査
f́ 相対11度調査
14)キ オビエダシヤクの駆除

広葉樹用|オ林施業 (奄美大島)

1 試験地設定 (昭和52年度)
{1)場所 河内国有林 27か林小班
12) 麗雨
=1   1 08102 密度管理試験区分

3 調査丁項
ア_分散構造解析調査
昭和157年度南西諸島における広葉樹林の更新の

開発で林‖:試験場から報告済み

-6-

昭 和 52年 度

昭 和 61年 度

予

算

科

目

技

術

開

発

経  イヤ 名 数   ■ 単   価 金   額

1カ 件 FT llJ査 用 品

役 lii貨 現像,そ の他

化のための技術の開発を
人件 ry

職

時臨

(   )ハ ( )

計
( )

当 年 度 分

施 画 実  llt｀ 結  ‖l 評15および普及計画

1 沖細におけるイヌマキの造林について
(1)生長Jll調 ド「

(2) J(11り :.・ lJ[

暢)キ ォヒエダシャク駆除

“

, ■ 1プ ロット上木調整伐 (除伐)
2 広帽‖用材″L業 (奄美大島)
(1)J:J ilil調査

(2)111に lJ‖査

3 広 11‖ 1高 ttりl択伐施業 (lt美大島)
(1)h山 ′Lの ltl inJll査

曖)h市生の占 r「面ri調 11:

13) 4LJ tlit.llll'F

И)|[‖ |ぼ うが調査
15) "11111‖ lit

左下から続く

実  施  経  過

‖ 広中:‖l高伐期択伐施業 (奄美大島)
l itttil也設定 (昭和53～ 54年度)

(1)り 所ヽ,三京国育林45は 1～は4林
′
1ヽ 1lF

12) lfFIFi    4 00た o

2 ,111:十[プ ロット区分

3 "‖ rr.F項

(|)|卜分構造調査

{2} え11ぎ il調査

1 沖率uにおけるイヌマキの造
林について

(1)生長量調査

(2)照度,lll査 (不実行)

(3)キ ォピェダシャク駆除

{4},「 1プ ロット上本調整伐

(除伐)

2_広 葉樹用材林施業 (奄美大
島)

に)生長量調査
(2)枯損調査

3. 広葉樹高伐期択伐施業 (奄

美大島)

本年度調査は取り止め。
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